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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、市民が、科学・技術に関係する社会的問題に対して合理的判断を持って民主的

意思決定に参加するために必要となる科学的データの見方の諸構成要素を、諸外国の先行事例

などから同定し、その習得のための小中高校向けの教材と授業プランを開発し協力校で試行し

た。また、中学・高校における探究活動におけるデータの取り扱いの重要性を理解できる教材

と授業プランを開発し試行した。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Major components of ideas about “how science works” in 21st Century Science and other 
secondary science courses in U.K., which are developed for science education for 
Scientific literacy  for future citizen, are identified. Several materials to teach 
scientific treatise of data and how we can see the issues in which science and technology 
are interrelated with society, are developed. 
We also identified what are thought to be essential components in investigation in science 
in secondary education in U.K. We made and tried to use several materials for students 
to develop basic understanding of what is investigation and some skills for it.  
We also specially examined difference in approach to the socio-acience matters, typically 
issues of nuclear power in science education between Japan and U.K. and made several 
proposes for treatise of these matters in science education in Japan. 
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科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 

欧米では英国・カナダをはじめ、「すべて
の市民の科学的リテラシーのための理科教
育」の具現化のための義務教育理科カリキュ
ラムの抜本的な改革が実行に移されつつあ
る。その際、たとえば英国では、市民にとっ
て必要な科学的リテラシーを、「科学的説明」
（科学的知識）と「科学についての考え」の
２つの側面からとらえ、後者の構成要素（科
学の方法、科学の発展の仕方、科学と社会お
よび倫理との関係など）を整理し、それらの
観点の育成のための教材と授業プランを実
用化している。しかし、わが国では科学的リ
テラシーを科学的知識の獲得と科学という
営みについての理解に大別すると、前者の議
論と教育が先行し、後者に関する教材開発は
進んでいない。 
 
２．研究の目的 

本研究では、市民が、科学・技術に関係す
る社会的問題に対して合理的判断を持って
民主的意思決定に参加するために必要とな
る科学的データの見方の諸構成要素を同定
し、その習得のための小中高校向けの教材と
授業プラン・評価方法・付随する教員研修プ
ランを開発し試行すること、および、中学・
高校における探究活動におけるデータの科
学的な取り扱いの重要性を理解できる教材
の開発を行う。教材開発にあたっては、現実
の社会からの例を取り上げ、また生徒による
判断の自由度がある探究活動の体験を取り
入れることによって、現在の生徒たちの興味
関心に合った教材・授業プランを開発する。 
 
３．研究の方法 
 香川・京都両地域の中高現場教員からなる
研究協力者との共同研究を組織化し、市民に
必要なデータの科学的な見方の教育の構成
要素の理論的な検討と科学的なデータの見
方の諸側面や探究活動についての英国を初
めとする海外の諸教材について資料の翻
訳・検討にもとづいて、その教材にもとづく
授業の試行を小規模で行った。また、それら
の成果をもとに、実際に中高および大学で使
用できる教材を作成し、それらを研究協力校
で試行し、その試行結果の分析・評価を行っ
た。さらに、放射線、科学・技術・社会論、
地震学、法律学、社会学、社会科教育の専門
家らとのシンポジウムおよびワークショッ
プにおいて、科学と社会をめぐる諸問題への
アプローチ方法の理論的な検討を深めた。こ
れらの、研究成果は 3年間を通じて随時、論
文、学会発表などの形で公表した。 
 

４．研究成果 
ア）市民に必要な科学的リテラシーの一環と
しての科学的なものの見方の構成要素を
海外の議論の検討および国内の諸専門家
との討論などをもとに明らかにした。その
成果は、後述の雑誌論文⑦などにまとめた。 

イ）英国の「GCSE 21 世紀科学」の「科学に
ついての考え」の諸観点の内容と、教材の
到達目標、諸活動、試験問題におけるその
具体化を詳細に明らかにした。これも雑誌
論文⑦などにまとめた。 

ウ）科学・技術に関わる社会的諸問題におけ
るデータの見方についての中学・高校用教
材・授業プランを数例作成し研究協力校で
試行した。その中には、相関性についての
授業プラン、リスクについての授業プラン
などが含まれる。 

エ）探究活動におけるデータの取り扱いに関
する中学・高校用教材・授業プランを作成
し、研究協力校で試行した。その成果は、
雑誌論文⑪、⑫などにまとめた。 

オ) 探究活動の指導の観点についても英国
のダーハム大学での研究成果の検討など
をもとに明らかにし、香川県および徳島県
の数校の SSH校や理数科を持つ高校におい
て講演などの形で指導し、また四国の SSH
校の教員研修会においても講師をつとめ
た。内容的には、探究活動の定義、聴き手
と証拠の概念、変数とその間の関係、探究
活動の循環性、信頼性と妥当性、評価、実
験ノートの重要性、探究活動の自由度の与
え方などの観点の重要性を明らかにした。
その成果の一部は雑誌論文⑤などにまと
めた。 

カ）とくに、2011 年 3 月に起きた東日本大震
災と福島での原発事故を受けて、科学と社
会の関係について、市民の科学的リテラシ
ーの立場からどのような見方を育てるべ
きかについて、英国の事例を深く検討しな
おすことによって明らかにした。その成果
は、雑誌論文⑩および⑰などにまとめたが、
とくに⑩は福島原発事故の国会事故調報
告にも引用された。 

キ)研究者の倫理および行動規範に関する英
米の教材例の検討を継続するとともに、前
年度に作成した中高および大学生向けの
教材を改良し、所属大学の学生向けに試用
した。 

ク）これらの研究にもとづいて、わが国の将
来の理科教育のあり方についての問題提
起を雑誌論文⑦などで明らかにした。 
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